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第
1
3
2
回
国
会
対
策
委
員
会

正
副
委
員
長
を
選
任
、
委
員
長
に
は
新
藤
さ
い
た
ま
市
議
長

国
会
対
策
委
員
会
は
10
月
5
日
、

厚
生
会
館
で
第
1
3
2
回
委
員
会

を
開
催
し
た
。

委
員
会
開
催
に
当
た
り
、
山
田

一
仁
会
長
（
札
幌
市
議
会
議
長
）

は
、
8
月
23
日
、
政
府
・
与
党
幹

部
の
地
元
選
挙
区
を
考
慮
し
▽
い

わ
き
市
▽
横
浜
市
▽
相
模
原
市
▽

常
陸
太
田
市
▽
さ
い
た
ま
市
▽
岐

阜
市
▽
御
坊
市
▽
出
雲
市
▽
広
島

市
―
の
各
議
長
（
9
人
）
を
委
員

に
指
名
し
て
い
る
。

会
議
冒
頭
、山
田
会
長
か
ら「
地

方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
加
入
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
区
議

会
が
地
元
選
出
国
会
議
員
に
必
要

性
を
訴
え
る
こ
と
が
有
益
。
地
元

選
出
国
会
議
員
に
そ
れ
ぞ
れ
自
主

的
な
働
き
掛
け
を
お
願
い
し
た

い
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。

正
副
委
員
長
選
任
で
は
、
委
員

長
に
新
藤
信
夫
さ
い
た
ま
市
議
会

議
長
、
副
委
員
長
に
寺
島
徹
伊
達

市
（
北
海
道
）
議
会
議
長
、
松
本

研
横
浜
市
議
会
議
長
を
選
任
し
た
。

新
藤
委
員
長
か
ら
は
、
「
国
対
委

員
長
の
大
役
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
。
全
力
を
傾
注
す
る
。
衆
議

院
議
員
選
挙
で
は
、
与
党
な
ど
が

消
費
税
の
使
途
見
直
し
を
公
約
し
、

30
年
度
の
地
方
税
財
政
対
策
は
大

変
厳
し
い
と
予
想
さ
れ
る
が
、
要

望
実
現
に
向
け
、
最
大
限
努
力
す

る
」
な
ど
の
就
任
挨
拶
を
行
い
、

両
副
委
員
長
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
就

任
挨
拶
を
し
た
。

続
い
て
、
講
師
説
明
の
後
、
委

員
会
に
関
す
る
会
則
・
規
程
等
、

事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議
に
入

っ
た
。

協
議
で
は
、
要
望
書
を
原
案
の

通
り
決
定
。
続
い
て
、
要
望
活
動
、

今
後
の
運
営
を
決
定
し
た
。

要
望
書
は
、
第
93
回
定
期
総
会

決
議
（
2
0
1
5
号
12
・
11
面
に

掲
載
）
か
ら
①
地
方
創
生
の
推
進

②
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
③
防

災
・
減
災
対
策
の
充
実
強
化
④
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

―
に
つ
い
て
、
地
方
行
政
委
員
会

の
要
望
と
同
内
容
の
⑤
地
方
議
会

議
員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
に
つ

い
て
の
5
つ
を
柱
と
し
、
②
に
地

方
財
政
委
員
会
の
「
地
方
の
基
金

残
高
の
増
加
を
も
っ
て
地
方
歳
出

の
削
減
を
行
わ
な
い
」
旨
の
要
望

項
目
を
追
加
し
て
作
成
し
た
も
の
。

要
望
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。

要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、
衆
議

院
解
散
の
た
め
、
事
務
局
か
ら
関

係
府
省
に
要
望
書
を
提
出
す
る
と

し
た
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
稲
岡

伸
哉
・
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官

（
税
務
担
当
）
か
ら
「
平
成
30
年

度
地
方
税
制
改
正
の
課
題
」
、
境

勉
・
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官

（
財
政
制
度
・
財
務
担
当
）
か
ら

「
平
成
30
年
度
地
方
財
政
の
課
題
」

と
題
す
る
説
明
を
聴
取
し
た
。

事
務
局
職
員
研
修
会

30
年
1
月
17
・
18
日
に
開
催

本
会
は
「
第
65
回
全
国
市
議

会
事
務
局
職
員
研
修
会
」
を
30

年
1
月
17
日
・
18
日
の
2
日
間
、

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
で
開
催
し

ま
す
。

1
日
目
は
、
吉
川
浩
民
・
総

務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
長
か

ら
、
地
方
行
政
を
め
ぐ
る
最
近

の
動
向
に
つ
い
て
、
山
﨑
惠
喜

・
日
本
速
記
協
会
理
事
か
ら
、

会
議
録
の
作
成
に
つ
い
て
、
講

演
が
あ
り
ま
す
。

2
日
目
は
、
芳
野
政
明
・
広

報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
、
議

会
広
報
に
つ
い
て
、
講
演
が
あ

り
ま
す
。
続
い
て
、
議
会
運
営

に
つ
い
て
、
本
会
調
査
広
報
部

職
員
の
講
演
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

開
催
案
内
は
9
月
29
日
付
け

で
各
市
区
議
会
事
務
局
へ
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
12
月
8
日

ま
で
に
出
席
報
告
書
に
て
フ
ァ

ク
ス
で
ご
報
告
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

第2027·8号10月25日平成２9年
（２０１7年）

委員会の模様

挨拶する山田会長

就任挨拶する寺島副委員長

就任挨拶する新藤委員長

就任挨拶する松本副委員長
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厚
生
年
金
加
入
推
進
会
議
を
開
催

活
動
方
針（
案
）に
つ
い
て
協
議

厚
生
年
金
加
入
推
進
会
議
（
座

長
�
森
脇
勇
人
副
会
長
（
地
方
議

会
議
員
年
金
制
度
特
命
担
当
）
・

松
江
市
議
会
議
長
）
は
9
月
28
日
、

全
国
都
市
会
館
で
会
議
を
開
催
し

た
。
同
会
議
は
、
被
用
者
年
金
制

度
加
入
推
進
会
議
（
27
年
7
月
設

置
）
か
ら
名
称
を
変
更
し
た
も
の

（
委
員
等
は
下
掲
）
。
変
更
後
、

初
め
て
の
会
議
と
な
る
。

会
議
で
は
、
森
脇
座
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
出
席
の
山
田
一
仁
会
長
（
札
幌

市
議
会
議
長
）
か
ら
挨
拶
し
、
協

議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
①
地
方
議
会
議
員

の
厚
生
年
金
加
入
に
向
け
た
こ
れ

ま
で
の
動
き
②
今
後
の
対
応
方
針

―
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
を
了
承
。
②
で
は
、
「
地
方

議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入

に
向
け
て
の
活
動
方
針（
案
）」

（
下
掲
）
を
了
承
し
て
い
る
（
な

お
、
活
動
方
針
案
は
10
月
10
日
の

正
副
会
長
会
議
で
了
承
さ
れ
て
い

る
）。

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の

加
入
に
向
け
て
の
活
動
方
針（
案
）

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ

の
加
入
を
盛
り
込
ん
だ
「
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
及
び
厚
生
年

金
保
険
法
の
改
正
案
」
の
早
期
成

立
を
目
指
す
た
め
、
当
面
下
記
に

基
づ
き
対
応
す
る
こ
と
と
す
る
。

記

1

国
会
へ
の
法
案
提
出
に
向
け

て
、
与
党
幹
部
等
に
対
し
、
引

き
続
き
要
請
活
動
を
展
開
す
る
。

2

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

及
び
全
国
町
村
議
会
議
長
会
と

も
連
携
共
同
し
て
要
請
活
動
を

展
開
す
る
。

3

各
市
議
会
に
お
け
る
地
元
選

出
国
会
議
員
に
対
す
る
自
主
的

な
要
請
活
動
を
促
進
す
る
。

【
委
員
等
】

▽
座
長
�
森
脇
勇
人
副
会
長

▽
委
員
�
岡
下
勝
彦
相
談
役
（
前

会
長
・
高
松
市
議
会
議
員
）
、

佐
藤
祐
文
相
談
役
（
元
会
長
・

横
浜
市
議
会
議
員
）
、
関
谷
博

相
談
役
（
元
会
長
・
下
関
市
議

会
議
員
）
、
沼
倉
孝
太
相
模
原

市
議
会
議
長
、
佐
藤
清
取
手
市

議
会
議
長
、
上
門
秀
彦
鹿
児
島

市
議
会
議
長

▽
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
�
山
田
一
仁
会

長

自
治
体
戦
略
2
0
4
0
構
想
研
究
会
が
設
置

2
0
4
0
年
頃
の
自
治
体
の
対
応
策
を
検
討

総
務
大
臣
主
催
の
「
自
治
体
戦

略
2
0
4
0
構
想
研
究
会
」
（
座

長
�
清
家
篤
・
慶
應
義
塾
学
事
顧

問
・
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
教

授
）
が
設
置
さ
れ
た
（
委
員
名
簿

は
下
掲
）
。

研
究
会
の
目
的
は
、
多
様
な
自

治
体
行
政
の
展
開
に
よ
り
社
会
構

造
の
変
化
へ
の
強
靱
性
（
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
）
を
向
上
さ
せ
る
観
点
か

ら
、
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
人
口

が
最
大
と
な
る
2
0
4
0
年
頃
の

行
政
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
望

ま
し
い
未
来
か
ら
現
在
何
を
す
べ

き
か
を
分
析
し
実
行
す
る
手
法

（
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
で
、

今
後
の
自
治
体
行
政
の
あ
り
方
を

展
望
し
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

対
応
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

検
討
内
容
と
し
て
①
2
0
4
0

年
頃
の
自
治
体
が
抱
え
る
課
題
の

整
理
②
住
み
働
き
、
新
た
な
価
値

を
生
み
出
す
場
で
あ
る
自
治
体
の

多
様
性
を
高
め
る
方
策
③
自
治
体

の
行
政
経
営
改
革
、
圏
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
あ
り
方
―
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
。

な
お
、
第
1
回
研
究
会
は
10
月

2
日
に
開
催
さ
れ
た
。
公
表
さ
れ

た
資
料
に
よ
る
と
、
関
係
省
庁
の

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
に
相
当
す
る

若
手
課
室
長
ク
ラ
ス
が
自
由
な
議

論
を
行
う
場
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
が
設
け
ら
れ
、

随
時
開
催
さ
れ
る
。
今
後
、
研
究

会
は
、
お
お
む
ね
月
2
回
程
度
の

ペ
ー
ス
で
検
討
を
行
い
、
年
度
内

に
課
題
の
整
理
を
中
心
に
中
間
報

告
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
。

研
究
会
は
非
公
開
だ
が
、
開
催

状
況
（
会
議
資
料
含
む
）
に
つ
い

て
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:
//w
w
w
.so
u
m
u

.g
o
.jp
/m
a
in_ so

sik
i/k
e

n
k
y
u
/
jic
h
ita
i2
0
4
0
/
in
d

e
x
.h
tm
l

）
か
ら
閲
覧
で
き
る
。

委
員
名
簿

〔
委
員
名
簿
〕

【
座
長
】

▽
清
家
篤
・
慶
應
義
塾
学
事
顧
問

・
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
教
授

【
座
長
代
理
】

▽
牧
原
出
・
東
京
大
学
先
端
科
学

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

【
委
員
】

▽
飯
田
泰
之
・
明
治
大
学
政
治
経

済
学
部
准
教
授
▽
池
本
美
香
・
株

式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
調
査
部

主
任
研
究
員
▽
井
手
英
策
・
慶
應

義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
▽
大
屋

雄
裕
・
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教

授
▽
林
直
樹
・
金
沢
大
学
人
間
社

会
研
究
域
人
間
科
学
系
准
教
授
▽

松
永
桂
子
・
大
阪
市
立
大
学
大
学

院
創
造
都
市
研
究
科
准
教
授
▽
村

上
由
美
子
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
東
京
セ
ン

タ
ー
所
長
▽
横
田
響
子
・
株
式
会

社
コ
ラ
ボ
ラ
ボ
代
表
取
締
役

第
1
9
4
回
国
会
が
開
会
も
、

衆
議
院
が
解
散
、
総
選
挙
へ

第
1
9
4
回
国
会
（
臨
時
会
）

が
9
月
28
日
に
開
会
、
冒
頭
で
衆

議
院
が
解
散
さ
れ
た
。
第
48
回
衆

議
院
議
員
総
選
挙
に
つ
い
て
は
、

10
月
22
日
に
施
行
さ
れ
る
予
定

（
10
月
13
日
現
在
）
。

推進会議の模様②

推進会議の模様①

挨
拶
す
る
森
脇
座
長

挨
拶
す
る
山
田
会
長

第2027・8号 平成29年10月25日 （2）全 国 市 議 会 旬 報
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平
成
29
年
度
市
町
村
長
及
び
市

町
村
議
会
議
長
総
務
大
臣
表
彰
式

が
10
月
5
日
、
全
国
町
村
会
館
で

挙
行
さ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
、
野
田
聖
子
・
総

務
大
臣
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら
れ
た

後
、
表
彰
状
並
び
に
記
念
品
贈
呈

に
お
い
て
、
杉
原
豊
喜
武
雄
市
議

会
議
長
が
市
議
会
議
長
を
代
表
し

て
表
彰
状
・
記
念
品
を
受
領
し
た
。

竹
谷
と
し
子
・
参
議
院
総
務
委

員
長
ら
か
ら
の
来
賓
祝
辞
、
山
田

一
仁
本
会
会
長
（
札
幌
市
議
会
議

長
）
ら
来
賓
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
、

最
後
に
、
杉
原
議
長
が
市
町
村
議

会
議
長
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ

た
。

表
彰
は
、
市
町
村
長
と
し
て
通

算
20
年
以
上
、
市
町
村
議
会
議
長

と
し
て
通
算
12
年
以
上
在
職
し
、

地
方
自
治
の
発
展
に
功
労
が
あ
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
者
が
対
象
と
な

る
。
29
年
度
の
被
表
彰
者
は
21
名
。

こ
の
う
ち
、
本
会
の
被
表
彰
者
は

林
茂
五
泉
市
議
会
議
長
、
牛
嶋
利

三
前
み
や
ま
市
議
会
議
長
、
杉
原

議
長
の
3
名
。

※
年
の
表
記
が
な
い
も
の
は
29
年

▼
議
長

▽
東
大
阪西

田
和
彦（
28
・
11
・
21
）

▽
小
松
島

北
野
恒
男（
5
・
1
）

▽
南
足
柄

内
田
克
己（
5
・
15
）

▽
天
童

赤
塚
幸
一
郎（
9
・
22
）

▽
鹿
沼

関
口
正
一（
9
・
25
）

▽
八
街

木
村
利
晴（
9
・
25
）

▽
長
野

小
林
治
晴（
9
・
26
）

▽
根
室

本
田
俊
治（
9
・
27
）

▽
高
崎

青
栁

隆（
9
・
27
）

▽
守
山

森

貴
尉（
9
・
27
）

▽
八
潮

朝
田
和
宏（
9
・
28
）

▽
君
津

鈴
木
良
次（
9
・
28
）

▽
小
牧

玉
井

宰（
9
・
28
）

▽
稲
沢

川
合
正
剛（
9
・
29
）

▽
草
津

瀬
川
裕
海（
9
・
29
）

▽
別
府

黒
木
愛
一
郎（
9
・
29
）

▽
伊
東

井
戸
清
司（
10
・
2
）

▽
総
社

加
藤
保
博（
10
・
2
）

▽
え
び
の

上
原
康
雄（
10
・
3
）

▽
羽
曳
野

樽
井
佳
代
子（
10
・
4
）

▼
副
議
長

▽
小
松
島

前
川
英
貴（
5
・
1
）

▽
南
足
柄

加
藤
洋
一（
5
・
15
）

▽
天
童

松
田
光
也（
9
・
22
）

▽
鹿
沼

谷
中
恵
子（
9
・
25
）

▽
八
街

小
山
栄
治（
9
・
25
）

▽
長
野

小
林
秀
子（
9
・
26
）

▽
根
室

遠
藤
輝
宣（
9
・
27
）

▽
高
崎

白
石
隆
夫（
9
・
27
）

▽
守
山

小
西
孝
司（
9
・
27
）

▽
八
潮

寺
原
一
行（
9
・
28
）

▽
君
津

池
田
文
男（
9
・
28
）

▽
小
牧

加
藤
晶
子（
9
・
28
）

▽
座
間

吉
田
義
人（
9
・
29
）

▽
稲
沢

六
鹿
順
二（
9
・
29
）

▽
草
津

奥
村
次
一（
9
・
29
）

▽
伊
東

長
澤

正（
10
・
2
）

▽
総
社

津
神
謙
太
郎（
10
・
2
）

▽
え
び
の

北
園
一
正（
10
・
3
）

▽
羽
曳
野

外
園
康
裕（
10
・
4
）

▼
事
務
局
長

▽
黒
部

新
酒
保
和（
4
・
1
）

▽
小
美
玉

久
保
田
一
江（
4
・
1
）

▽
羽
曳
野

中
村
靖
夫（
4
・
1
）

▽
足
利

亀
田

明（
10
・
1
）

【2017年10月号】
特集：これからの地方議会
巻頭言：「地元で決められる」こと

の価値は地方議会が担って
いる 廣瀬克哉

・主権者教育の推進 舩岡悠太
・地方分権と自治体議会の活性化

牛山久仁彦
・自治体議会改革は進展しているの
か 牧瀬 稔

・計画・予算への議会の取り組み
新川達郎

【現地報告】
・久慈市議会 長内紳悟・大石美奈
・軽井沢町議会 篠原幸雄
【特別寄稿】
・住民総会による議会廃止（の検討）
から住民自治を考える 江藤俊昭
【連載】
・議会紹介Ver.4 田口一博
・議会基本条例を議会に活かす・
住民に活かす 吉田利宏

株式会社

中央文化社
ご注文・問い合わせは
TEL 03‐3264‐2520 又は FAX 03‐3264‐2867
URL http: //chuobunkasha.com/

議議
会会
人人
事事

総総
務務
大大
臣臣
表表
彰彰
式式
がが
挙挙
行行

Ａ4判・74頁・定価752円（年間購読料9，024円）

議員研修誌 月刊 地方議会人

本
会
か
ら
3
名
が
表
彰

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

表彰状を受領する杉原議長

式辞を述べる野田総務大臣

左から1人目が山田会長、4人目が竹谷総務委員長

謝辞を述べる杉原議長
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平
成
29
年
度
地
方
議
会
図
書
室

等
職
員
研
修
会
を
8
月
24
日
・
25

日
に
開
催
（
本
紙
2
0
2
4
号
3

面
に
掲
載
）
。
本
紙
で
は
2
0
2

5
号
か
ら
順
次
、
概
要
を
掲
載
し

て
い
る
。

今
号
は
、
清
水
克
士
・
大
津
市

議
会
局
次
長
か
ら
の
事
例
報
告

「
物
置
議
会
図
書
室
の
改
革
戦
略

〜
全
国
初
・
大
学
図
書
館
と
の
連

携
〜
」
に
つ
い
て
。

物
置
議
会
図
書
室
の
改
革
戦
略

〜
全
国
初
・
大
学
図
書
館
と
の
連
携
〜

大
津
市
議
会
局
次
長

清
水
克
士

氏

大
津
市
議
会
は
議
会
改
革
を
進

め
て
お
り
、
23
年
度
か
ら
大
学
と

の
連
携
を
て
こ
と
し
て
、
政
策
立

案
の
強
化
を
目
標
に
掲
げ
て
き
た
。

一
方
、
当
時
の
議
会
図
書
室
は
、

蔵
書
に
古
い
図
書
や
他
市
の
議
会

史
な
ど
が
多
く
、
物
置
状
態
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
ず
倉
庫

化
し
て
い
た
。
テ
レ
ビ
に
も
放
映

さ
れ
、
市
民
か
ら
も
批
判
さ
れ
た
。

県
庁
所
在
市
と
は
い
え
、
図
書
室

の
規
模
な
ど
は
政
令
市
と
は
大
き

な
差
が
あ
る
。
政
策
立
案
の
た
め

に
は
議
会
図
書
室
の
整
備
が
必
要

だ
と
思
い
、
26
年
度
に
参
加
し
た

「
地
方
議
会
図
書
室
等
職
員
セ
ミ

ナ
ー
」
で
東
京
都
議
会
を
視
察
。

塚
田
洋
・
国
立
国
会
図
書
館
勤
務
、

土
山
希
美
枝
・
龍
谷
大
学
教
授
を

講
師
に
招
き
、
議
員
研
修
会
を
開

い
た
。
蔵
書
整
備
で
は
な
く
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
を
重
視
す
べ
き

と
い
う
内
容
だ
っ
た
が
、
当
時
は

議
員
の
理
解
を
得
る
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

改
選
後
の
27
年
7
月
、
議
運
で

三
重
県
議
会
（
司
書
に
よ
る
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
）
、
鳥
羽
市
議
会
（
県

立
・
市
立
図
書
館
と
の
連
携
）
を

視
察
。
議
会
基
本
条
例
に
議
会
図

書
室
の
充
実
強
化
を
定
め
た
。
ま

た
、
改
革
を
後
退
さ
せ
な
い
た
め
、

市
民
に
公
開
し
て
い
る
、
議
員
任

期
の
4
年
間
で
行
う
議
会
版
実
行

計
画
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
（
27
年
10
月
始
動
）
に
議
会
図

書
室
の
充
実
を
掲
げ
た
。
た
だ
し
、

政
令
市
レ
ベ
ル
の
図
書
室
整
備
は

物
理
的
に
も
予
算
的
に
も
不
可
能

で
あ
る
た
め
、
全
議
員
に
貸
与
し

て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
活

用
、
大
学
と
の
連
携
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

28
年
4
月
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
を
結
ん
で
い
る
龍
谷
大
学

と
図
書
館（
蔵
書
約
2
1
5
万
冊
）

の
連
携
を
開
始
し
た
（
大
学
図
書

館
と
の
連
携
は
地
方
議
会
で
は
全

国
初
）
。
大
学
と
は
協
定
が
あ
っ

た
た
め
、
図
書
館
の
連
携
も
容
易

だ
と
考
え
て
い
た
が
、
一
筋
縄
で

は
い
か
ず
、
紆
余
曲
折
の
末
、
連

携
が
可
能
と
な
っ
た
。
各
議
員
に

利
用
カ
ー
ド
を
配
布
し
、
学
生
と

同
様
に
、
貸
し
出
し
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
な
ど
を
各
自
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
大
学
図
書
館

と
の
連
携
の
き
っ
か
け
は
、
市
立

図
書
館
（
蔵
書
約
79
万
冊
）
に
は

一
般
質
問
に
資
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
が
で
き
る
図
書
館
職
員
は
い
な

か
っ
た
た
め
。
し
か
し
、
高
度
な

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
難
し
い
が
、
地

理
的
に
も
近
く
、
迅
速
な
蔵
書
の

活
用
が
で
き
る
市
立
図
書
館
と
の

連
携
も
開
始
し
た
。
な
お
、
県
立

図
書
館
と
の
連
携
を
模
索
し
た
が
、

か
な
わ
な
か
っ
た
。

議
会
内
の
整
備
で
は
、
議
員
が

打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
行
う
サ
ロ
ン

に
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
ト

ピ
ッ
ク
ス
的
な
本
を
置
い
た
。
議

会
図
書
室
は
古
い
図
書
を
廃
棄
し
、

蔵
書
数
は
非
常
に
少
な
い
が
、
鮮

度
に
こ
だ
わ
り
、
議
員
ニ
ー
ズ
の

高
い
も
の
を
選
書
し
て
い
る
。
詳

し
い
資
料
は
大
学
図
書
館
に
任
せ
、

ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
も
限
り
が
あ
り
、

あ
れ
も
こ
れ
も
は
で
き
な
い
の
で
、

割
り
切
っ
て
進
め
て
い
る
。

他
市
も
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
議
会
局
（
正
職
員
16
人
）

の
規
模
の
場
合
、
誰
が
図
書
室
担

当
（
1
人
）
に
な
る
か
が
問
題
と

な
り
、
ま
た
、
図
書
室
業
務
は
後

回
し
に
な
り
や
す
い
た
め
、
チ
ー

ム
制
（
①
選
書
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

②
資
料
管
理
③
イ
ン
テ
リ
ア
④
ス

ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
⑤
広
報
―
の
5

チ
ー
ム
）
に
し
た
。
こ
の
う
ち
、

広
報
チ
ー
ム
が
議
会
図
書
室
ニ
ュ

ー
ス
を
配
信
し
て
い
る
。
図
書
紹

介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
議
員
に
依

頼
し
、
原
稿
を
掲
載
。
議
会
の
中

で
同
ニ
ュ
ー
ス
が
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ

さ
れ
て
き
て
い
る
。
イ
ン
テ
リ
ア

チ
ー
ム
に
よ
り
、
図
書
室
も
刷
新

さ
れ
た
。

29
年
3
月
に
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
「
議
会
図
書
室
の
充
実
」
を

達
成
し
、
第
1
ス
テ
ー
ジ
は
完
了

し
た
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
一
般
質

問
へ
の
利
活
用
な
ど
は
、
実
績
が

乏
し
く
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ

が
、
手
応
え
は
あ
る
。
一
般
質
問

に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
活
用
し
、
政

策
条
例
の
作
成
ま
で
い
き
た
い
。

第
2
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
本
当
の

意
味
で
の
結
果
を
出
す
た
め
、
29

年
度
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
①
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
調
査
活

動
②
資
料
管
理
③
広
報
―
の
3
チ

ー
ム
に
再
編
し
て
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

23
年
3
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
、
津
波
対
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
、

同
年
6
月
に
「
津
波
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
、
11

月
5
日
が
「
津
波
防
災

の
日
」
に
定
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
1
8
5
4
年

11
月
5
日
の
安
政
南
海

地
震
で
和
歌
山
県
を
津

波
が
襲
っ
た
際
、
稲
に

火
を
つ
け
、
暗
闇
の
中

で
逃
げ
遅
れ
て
い
た
人
た
ち
を
高

台
に
避
難
さ
せ
て
命
を
救
っ
た

「
稲
む
ら
の
火
」
の
逸
話
に
ち
な

ん
で
い
る
。
ま
た
、
2
0
1
5
年

12
月
22
日
に
は
国
連
総
会
で
、
日

本
を
は
じ
め
1
4
2
カ
国
の
共
同

提
案
に
よ
り
、
11
月
5
日
を
「
世

界
津
波
の
日
」
と
す
る
決
議
が
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
11
月
5
日
を
含
む
10
月
28

日
か
ら
11
月
12
日
の
間
、
各
省
庁
、

地
方
公
共
団
体
、
民
間
企
業
な
ど

で
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
や
津
波
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
る
。

11月5日 津波防災・世界津波の日

29年度のポスター

議
会
図
書
室
研
修
会
の
概
要
③

先
進
事
例（
全
国
初
・
大
学
図
書
館
と
の
連
携
）・

大
津
市
議
会
の
取
り
組
み
を
学
ぶ講演する清水次長
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